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１．研究計画の概要 
 本研究は、平安時代後期から室町時代末期
までの、日本の中世に出版された版本を対象
とする。特にその中心である五山版に焦点を
当て、毎年 100 点程度の原本調査を行って刊
記・序跋を初めとする詳細な書誌データを採
取するとともに、それに基づいて中世出版年
表及び五山版刊記・序跋集成を作成する。併
せて、五山版以外の中世刊本についても可能
な限り原本調査を行い、将来における中世出
版史の再構築に備える。また五山版の文化史
的意義を明らかにするため、出版の背景、五
山文学と五山版の関わり、五山版における中
国及び朝鮮刊本の影響などのテーマについ
て研究する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)本研究の基礎となる五山版ほか中世刊本
の原本調査については、所蔵者各位の御理解
の下に、毎年度着実に進行している。現在ま
でに調査を行った主要な箇所は、大東急記念
文庫、布施美術館、京都大学人文科学研究所、
天理図書館等であり、ほかに京都大学附属図
書館、京都府立総合資料館、大谷大学博物館、
瑞光寺、叡山文庫、名古屋市蓬左文庫、西尾
市岩瀬文庫等において個別的な調査を行っ
た。これまでに調査した五山版は、累計で 200
点を超え、その中には従来未紹介の伝本も少
なくない。ただし交付期間内に現存する五山
版の全版種（約 400 種）を調査するという当
初計画に対しては多少遅れている点があり、
今後鋭意努力したい。 
(2)中世出版年表及び五山版刊記・序跋集成に
ついては、着実にデータの蓄積を進めつつあ
る。中世刊本は新出資料が少なくないことか

ら、出版年表は今後も不断の補訂が必要であ
るが、五山版の新種の出現は極めて稀である
ため、後者については交付期間内に一応の形
にまとめられる見込みである。 
(3)研究成果としては、別記のように既に本研
究に関連する 20 本の論文、3 本の研究発表、
4 本の図書を公にしており、成果の発信にお
いてはまずまずの成績を挙げていると言え
る。例えば雑誌論文の①に挙げた落合の論稿
は、五山版の序跋に宋元代の禅僧の墨蹟を模
刻したものがあることを指摘し、従来閑却さ
れる傾向があった五山版の序跋の持つ資料
的価値について新たな視点を提示したもの
である。なお本研究では五山版の影響下にあ
る江戸初期の刊本も視野に入れて調査して
おり、その成果を一部に含む『江戸時代初期
出版年表』について、平成 22 年度の日本学
術振興会研究成果公開促進費の交付が決定
し、年度末に刊行の予定であることも付け加
える。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由）２に記したように原本調査において
は当初の予定に対し多少の遅れが見られる
ものの、成果発表においては研究メンバーが
各自の関心に基づく調査・研究の成果を積極
的に公表して所期以上の成績を挙げており、
達成度としては総合的に見ておおむね順調
と判断される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 残された期間で、原本調査とそれに基づく
データの集成・整理を出来る限り進める。所
蔵者が遠方にあるなどのため原本調査が容



易でない場合は、とりあえず複写物を取り寄
せる方式も併用する。 

併せて、五山版に関するさまざまなテーマ
の研究を行い、論文等の形で積極的に発表し
て行く。 
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